



本文であり、「 岡 隠 居 注 」 「 蘇 敬 注 」はその注である。
.―-、 源 順は、少な＜とも こ れ らの部分は、「孫引き」の形で、
『輔 仁 本 草 』 か ら 引 用したと考えら れる。l
『 和 名 類 豪 抄 』 の 序 文 と 内 容 の 相 異
（ 注 l )
『和名類緊抄（以下『和名抄』と略称する）』の序文には、
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． と あ り 、 『和名抄』の撰述過程に お い ては、『輔仁本 草 （ 『和名
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テキス ト は 「 日 本 古 典 全 集 」 本 を 用 い た 。
以上の事実から推して、順は、少なくとも『新修本草』本文・
両注をひく湯合に、合理的な説明のつく二十例を除けば、『輛仁本 草 』 を 介 し て
「 孫 引 き 」 の 形 で と り
こ
ん で い る
。
『新條本草
』 を 直 接 参 照 し た と 思 わ れ る 二 十 例 が あ る に し て も
『 輔
仁本草』を重視しなかったとは考えられな












草 』 で 一 々 確 か
め て 引 い た
としても、そ
こには『輔仁本草』の注




の 扱 い 方 と 本 質 的 に 同 じ こ と に な る の で あ る 。
な
お 、 『 和 名 抄 』 と 『 輔 仁 本 草 』 の 関 係 に お
い て は 、 和 名 が 大
きな問題となるが、この点については、
稿 を あ ら
た め て 述 ぺ た い 。
テ
キストは「伊勢二十巻本（『和名類染抄店紅＃本文およ且索
引 』 馬 渕 和 夫 氏
所 収 ） 」 を 用 い た 。 二 十 巻 本
を用いたのは、
「 ＋ 巻 本 よ り も 古 い 形 態 を 示 し て い ろ
」 と
い う 築 島 裕 氏 の 説 （
「 図 書 寮 本 類 染 名 義 抄 と 和 名 類 染 抄 」 『 国
語と国文学』40の7)




十 巻 本 系 で は 「 本 草 云 」 。十巻本系にはこの項はない。十 巻 本 系 で は 「 本 草 」 。十 巻 本 系 で は 「 本 草 」 。十 巻 本 系 で は 「 本 草 」
。
十 巻 本 系 で は 「 本 草 」
。







島 裕 氏 は 、 こ の 項 を 「 疑 を 存 す ろ 箇 所 」 と さ れ て い る 。
「 本 草 和 名 の 和 訓 に つ い て
」 『 国 語 学 研 究 』 東 北 大 学 文 学 部 『
国 語 学 研 究 』 刊 行 会






れ ら の 漢 籍 の も の を 優
先
し
た の か 、 現 在 の と こ ろ わ か ら な い 。
u
「 久 佐 奈 須 比 」 の 方 は 、 『 輔 仁 本 草 』 に 基 い て 作 ら れ た と さ
れている『医心方』「諸薬和名」（テキストとして「日本古典全 集 本 」 を 用 い た ） に は 採 録 さ れ て お ら ず 、 順 が 見 た 『 輔 仁 本草』に採録されていたかどうか疑問である
。
15思
の 蘇 敬 ら が 高 宗 の 詔
を う け て
、それま
で の 本 草 笞 （ 陶 弘 景
〔 岡 隠 居 と も 〕 私 撰 の 『 神 殷 本 草 経 集 注 』 等 ） を 超 え る 形 で 、実 情 に 沿 う よ う に 編 成 さ れ た 中 国 最 初 の 勅 撰 本 草 。 そ れ 以 前 の本
草 搭 と 同 様 、 前 代 の 本 草 苔 に 新 注 を 加 え る 体 裁 で 編 集 さ
れ て




















































































26他の諸本では 独揺草 。27文字が相迎しているだけの例や、順 誤引と判断される例な
どは除いた。
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『新修本草』中の「陶隊居注
」では「鉄精」と「鉄漿」を同物
とはみなし
ていない
。また、『輛仁本草』では「鉄漿」は『茶
名苑』からとって
いる。『和名抄』の「陶随居日」が正しいか
否か疑を存する。
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この「本草
」の
方
の例は、後述する「菜疏部」の例と同じく、
食用のも
のなので、特に注を付したと思われる。また、「岡屈
居」の方は、『輛仁本草』の割注に、他の項のように「陶景注云」の注
●なく、現存本『輔仁本草』は、原本にあった注の一
部を
おとした
のではないかと思われる。実際、次の様な類例が
み
られる。
如名加奈ス曾一名加
祢
(l"
ウ）
[（
鍼仁本算にはない）
人用染色（＋四芍）
書そ“俗
蘇妨蘇取るぎ―ェ：
音ヵ
一蘇枯蘇墨舟云
'1月爪いい白
これらの例は、『新修本草』には収録されており、内容も一致する。
ま
た『医心方』の「諸薬和名」にも「蘇方木店」「接骨
木笠認翌」とあろことから、『輛仁本草』原本には存していたと推測され
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前例と同じく、食用のものなので、持に注を付したと思われる。
29ただ、どの程度実用に供
したか
は、定かではない。
本稿をなすにあたり
、大友信一先生をはじめ、多くの方々から
重要な御指摘・御教示をいただき
ました。記して感謝いたします
。
（岡山大学研究生）
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